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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Quantitative/qualitative analysis of adhesive-dentin interface in the 





































ルも検出できなかった。そこで、最深部を 20 マイクロメートルとした。 
 
馬場委員の質問とそれらに対する回答： 
















２．ナノインデンテーション試験で先端形状が三角錘の Berkovich 圧子を選択した理由は何か？ 
ベルコビッチプローブはナノインデンテーション用の標準圧子であり、粗さが約 50 nm を超えな
い限りほとんどのバルクサンプルに最適と考えられる。 
３．第３アミン-カンファーキノン重合方式を採用した理由は何か？もし、tri-butyl bolane 
(TBB)のような他の重合方式を採用すると重合度はどう変化するか？ 
市販歯科用接着剤において最も汎用されている重合開始剤として第３アミン-カンファーキノン
重合方式を選択した。TBB-O 重合方式の充填用接着剤はほとんど見られず、選択肢に入れなかっ
たが、他の論文では、TBB-O 重合方式が化学重合であることから経時的に重合度が向上すること
が報告されている。 
 
主査の長谷川委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさ
らに確認するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
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